
33200 シリーズ・
ファンクション／任意波形発生器への
任意波形データの転送 

Application Note

はじめに
ファンクション／任意波形発生器は、
デバイス入力信号をシミュレートす
るために使用します。スピーカのテ
ストでは、オーディオ帯域全体を数
秒間掃引する必要があります。コン
トローラでクロックの周波数変動を
シミュレートするためには、さまざ
まなパルス波形が必要です。しかし、
実環境の信号が完全な正弦波やパル
スであるとは限りません。カスタム
波形を作成するか実際の波形を収集
して修正し、ファンクション／任意
波形発生器を使用して波形を再現す
るとより便利です。I/Q 波形を作成
することも、付属の波形ファイルを
使用することもできます。 

このアプリケーション ･ ノートでは、
任意波形データを 33200A ファンク
ション／任意波形発生器に転送する
3 つ の 方 法（ フ ロ ン ト・ パ ネ ル、
Agilent IntuiLink 波形エディタ、プ
ログラミング）について紹介します。 

フロント・パネル
33210A、33220A、33250A ファンク
ション／任意波形発生器のグラフィ
カル・インタフェースを使用すれば、
基本的な任意波形を簡単に作成でき
ます。フロント・パネルによる方法は、
2、3 個のリニア・セグメントで構成
される波形に最も有効です。I/Q 波
形、多くのセグメントで構成される

波形、曲線を持つ波形は、無料の
InfiniLink 波形エディタ・ソフトウェ
アまたは別のアプリケーションを使
用してダウンロードする方法が適し
ています。

このセクションでは、フロント・パ
ネル・インタフェースを使用して、4
つのリニア・セグメントで構成され
るランプ波形を作成し、修正して保
存します（図 1）。 
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1. 任意波形機能を選択しま
す。

	 任意波形機能を押して選
択すると、選択中の波形を示す
メッセージが一時的に表示されま
す。

2. 任意波形エディタを起動します。
	 Edit Wform ソフトキーを押して

から、Create New を押して、波
形を編集します。波形エディタで、
波形の各ポイントの時間値と電圧
値を指定して、波形を定義します。
新しい波形の作成時には、揮発性
メモリ内の以前の波形が上書きさ
れます。

3. 波形周期を設定します。
	 Cycle Priod ソフトキーを押して、

波形の時間を設定します。波形に
定義できる最後のポイントの時間
値は、指定したサイクル周期より
小さくなければなりません。この
例では、波形の周期を 10 ms に設
定します。

4. 波形電圧制限値を設定します。
	 High V Limit と Low V Limit ソフ

トキーを押して、波形編集中の上
限電圧レベルと下限電圧レベルを
設定します。上限値は下限値より
大きくなければなりません。デ
フォルトでは、ポイント番号 1 は
上限値と同じ値に、ポイント番号
2 は下限値と同じ値にそれぞれ設
定されます。この例では、上限値
を 3.0 V に、下限値を 0 V に設定
します。

5. リニア補間を使用するかどうかを
選択します。

	 Interp ソフトキーを押して、波形
ポイント間のリニア補間をオン／
オフします（この機能は、フロン
ト・パネルからのみ使用可能で
す）。補間をオン（デフォルト）
にした場合は、波形エディタはポ
イント間を直線で接続します。補
間をオフにした場合は、波形エ
ディタはポイント間の電圧レベル
を一定に維持し、「階段状」の波
形を作成します。この例では、リ
ニア補間をオンにします。

6. 初期波形ポイント数を設定しま
す。波形エディタは最初に 2 つの
ポイントを持つ波形を作成し、波
形の最後のポイントを最初のポイ
ントの電圧レベルに自動的に接続
して、連続波形を作成します。
Init # Points ソフトキーを押し
て、初期波形ポイント数を指定し
ます（必要に応じて、ポイントを
追加／削除できます）。この例で
は、初期ポイント数を "4" に設定
します。

7. ポイントごとの編集プロセスを開
始します。Edit Points ソフトキー
を押して、初期波形設定を確定し、
ポイントごとの編集を開始しま
す。表示ウィンドウ上端のステー
タス表示行には、左側にポイント
番号、中央に現在のポイントの時
間値、右側に現在のポイントの電
圧値が表示されます。

8. 最初の波形ポイントを定義しま
す。Voltage ソフトキーを押して、
Point #1 の電圧レベルを設定しま
す（このポイントは 0 s に固定さ
れます）。デフォルトでは、Point 
#1 は上限値と同じ値に設定され
ています。この例では、Point #1
の電圧レベルを 0 V に設定します。
波形エディタは、Vrms や dBm で
はなく、Vpp を使用して、すべて
の振幅を計算します。

9. 次の波形ポイントを定義します。
	 Point # ソフトキーを押してから、

ノブを回して Point #2 に移動し
ます。Time ソフトキーを押して、
現在のポイントの時間を設定しま
す（このソフトキーは、Point #1
には使用できません）。Voltage
ソフトキーを押して、現在のポイ
ントの電圧レベルを設定します。
この例では、時間を 2 ms に、電
圧レベルを 3.0 V に設定します。

10. 残りの波形ポイントを定義しま
す。Time および Voltage ソフト
キーを使用して、表に示されてい
る値を使って残りの波形ポイント
を定義します。いくつかの有用な
ヒントを以下に示します。

○	 波形に定義可能な最後のポイ
ントの時間値は、指定したサ
イクル周期より小さくなけれ
ばなりません。

○	 ポイントの時間値は隣接する
ポイント間になければなりま
せん。調整すると、ポイント
はシーケンス順に維持されま
す。 

○	 波形エディタは、最後の波形
ポイントを最初のポイントの
電圧レベルに自動的に接続し
て、連続波形を作成します。

○	 現在の波形ポイントの後に追
加ポイントを挿入するには、
Insert Point ソフトキーを押し
ます。現在のポイントと次に
定義したポイントの中間点
に、新しいポイントが挿入さ
れます。

○	 現在の波形ポイントを削除す
るには、Remove Point ソフト
キーを押します。残りのポイ
ントは、現在選択されている
補間法を使用して結合されま
す。波形は既定義の初期値を
持たなければならないので、
Point #1 を削除することはで
きません。
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Agilent IntuiLink 波形エディタ

2、3 個のリニア・セグメントで構成
される簡単な任意波形に対しては、
フロントパネル・インタフェースを
使用することもできます。より複雑
な任意波形には、ソフトウェアの使
用をお勧めします。

Agilent IntuiLink 波形エディタは、
任意波形の作成／編集用の高度なス
タンドアロン・アプリケーションで
す。波形データをファイルからイン
ポートするか、オシロスコープを使っ
て収集した後で編集して波形を最適
化することができます。IntuiLink 波
形 エ デ ィ タ は 無 料 で、Agilent の
Web サイト（www.agilent.co.jp/find/
IntuiLink）からダウンロードできます。 

グラフィカルな波形作成

IntuiLink を使って任意波形を最初か
ら作成するには、メニューまたは標
準ツールバーのアイコンを使用して、
新しいファイルを開きます。ファイ
ル・メニューからは、デフォルトの
ポイント数や、一定数のポイントを
使用するか波形に必要なポイント数
に自動的に再調整するかなど、新し
い波形のデフォルト設定を変更する
こともできます。 

標準波形セグメントを挿入するには、
波形ツールバーのアイコンの 1 つを
クリックして、デフォルト・パラメー
タを持つ 2000 ポイントのセグメント
を挿入します。セグメントをダブル
クリックすると、パラメータの変更

11. 任意波形をメモリに記録します。
	 End/Store ソフトキーを押して、

新しい波形をメモリに記録しま
す。次に、DONE ソフトキーを押
して揮発性メモリに波形を記録
するか、Store in Non-Vol ソフト
キーを押して 4 つの不揮発性メモ
リのうちの 1 つに波形を記録しま
す。4 つの不揮発性メモリにはカ
スタム名を割り当てることがで
きます。

○	 カスタム名の長さは最大 12 文
字です。最初の文字は英字で
なければなりませんが、残り
の文字には英字、数字または
下線文字（"_"）を使用できま
す。

○	 文字を追加するには、既存の
名前の右側にカーソルがくる
まで右カーソル・キーを押し、
ノブを回します。

○	 カーソルの右側にある文字を
すべて削除するには、キーを
押します。 

こ の 例 で は、"RAMP_NEW" 
という名前をメモリ位置 1 に
割り当て、STORE ARB ソフト
キーを押して波形を記録しま
す。

	 波形は現在不揮発性メモリに記録
され、ファンクション・ジェネレー
タから出力されます。波形を記録
するために使用した名前が、記録
されている波形のリスト（Stored 
Wform ソフトキーの下）に表示さ
れているはずです。

が可能なパラメータ・ウィンドウが
開きます。編集メニューの Segment 
Parameters ダイアログ・ボックスを
使用して、新しい波形セグメントを
挿入することもできます。 

マウスを使って波形を手で描くこと
も で き ま す。 編 集 メ ニ ュ ー で
Freehand を選択するか、波形ツール
バーのフリーハンド・アイコンを選
択すれば、波形編集ウィンドウ内の
カーソルが鉛筆に変わります。マウ
スでクリック・アンド・ドラッグし
て目的の形状を描き、完了すればマ
ウスのボタンを放します。手描きセ
グメントが、既存の波形セグメント
に自動的に接続されます。フリーハ
ンド・モードを終了するには、波形
ツールバーのフリーハンド・アイコ
ンまたは編集メニューのフリーハン
ド・オプションの選択を解除します。

波形ファイルのオープン

IntuiLink 波形エディタを使用すれ
ば、サポートされているデータ・ファ
イル・タイプを選択して開くことが
できます。IntuiLink 波形エディタで
は、IntuiLink 波形エディタ・ファイ
ル（.wvf）を保存および開くことがで
きます。Microsoft Excel などのアプ
リケーションからデータをインポー
トする場合、カンマ区切りテキスト

（.csv）やテキスト（.txt）などのファ
イル・フォーマットを開くこともで
きます。

図2
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波形データのサイズ変更

波形データのサイズを変更して、選
択した波形またはセグメントを水平
方向と垂直方向に縮小／拡大するこ
とができます。波形データのサイズ
を変更するには、波形またはセグメ
ントを選択します。波形全体を選択
するには、右クリックして "Select 
All" を選択します。演算メニューか
ら Resize を選択して、サイズ変更ダ
イアログ・ボックスを表示します。

•	 セグメントを水平方向に拡大／縮
小するには、X Points の Number 
of Points に 値 を 指 定 し ま す。
Number of Points には、8 ポイン
トから波形編集ウィンドウの幅ま
での間の任意の値を指定できま
す。ウィンドウ幅は、Properties
ダ イ ア ロ グ・ ボ ッ ク ス か ら、
65,536 ポイントまでの範囲で設定
できます。

•	 セグメントを垂直方向に拡大／縮
小 す る に は、Y Amplitude の
Percent of Original Data に値を指
定します。任意の％値を指定でき
ます。ただし、ウィンドウの垂直
方向の大きさを超えて波形または
セグメントを拡大すると、波形デー
タはクリップします。

演算メニュー

Waveform Math ダイアログ・ボック
スを使用して、選択した波形または
セグメントに対して、加算、減算、
乗算を実行することができます。演
算メニューには以下の追加機能もあ
ります。

•	 Clip：マーカで指定した、垂直軸（Y）
の値まで選択した波形データをク
リップします。

•	 Absolute：負の値を持つポイント
を反転させることにより、正の値
のポイントだけで波形を作成しま
す。

•	 Filter：ローパスまたはスムージン
グ・フィルタを選択した波形デー
タに適用します。ローパス・フィ
ルタは、通過帯域と阻止帯域のリッ
プルが 1 ％未満の FIR デジタル・

フィルタで、カットオフ・ポイン
トより上の成分を減衰させます。
スムージング・フィルタは、波形
内でのポイントの移動平均です。

•	 Windowing：各ポイントの波形
データとウィンドウ内の対応する
ポイントを乗算します。3 つのウィ
ンドウ関数（拡張余弦、ナイキスト・
フィルタ、ハミング）があります。

•	 Invert：選択した波形またはセグ
メントを垂直方向に対して反転し
ます。

•	 Mirror：選択した波形またはセグ
メントを垂直方向を軸にして回転
させます。

Waveform Math ダイアログ・ボック
スでは、2 つの波形に対して演算処
理を実行することができます。最初
の波形は、アクティブ・ウィンドウ
で選択した波形またはセグメントで
す。もう 1 つの波形は、標準波形ま
たはクリップボードにコピーした波
形です。

例えば、Segment Parameters ダイ
アログ・ボックスを使用して、10 サ
イクルの正弦波を作成してから、波
形全体を選択します。Math メニュー
から "multiplication" を選択すると、
Waveform Math ダイアログ・ボック
スが表示されます。（加算または減算
を実行したい場合は、Math メニュー
でそれらのオプションを選択するか、
Waveform Math ダイアログ・ボック
スのドロップダウン・リストを使用
します）。（図 3）。 

"Select Segument" で、クリップボー
ドを選択するか（波形がクリップボー
ドに記録されている場合）、ドロップ
ダウン・リストを使用して標準波形
を選択します。Waveform Math ダイ
アログ・ボックスに、波形のプレ
ビューが表示されます。"Scale to 
Fit" を選択して波形サイズを変更し
てウィンドウ内に収まるようにすべ
てのポイントのサイズを変更するか、
オプションを選択しない場合、ウィ
ンドウに収まらない波形のポイント
はクリップします（図 4）。 

図3

図4
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波形データのファンクション・ 
ジェネレータへの転送

送信したい波形の準備ができれば、
Communications メニューで、ファ
ンクション・ジェネレータへの接続
を確立します。接続が確立されれば、
Communications メニューから "Send 
Waveform" を 選 択 し て、Send 
Arbitrary Waveform ダイアログ・
ボックスを表示します（図 5）。

目的の波形パラメータを選択し、
"Send" を選択して任意波形を揮発性
メモリにダウンロードします。測定
器の既存のパラメータを使用するに
は、"Current from Instrument" を選
択し、"Reset" を押してから波形を送
信します。 

波形を不揮発性メモリに記録する場
合は、Manage Waveforms タブを使
用します。全部で 4 つのユーザ定義
の任意波形を記録できます。任意波
形を不揮発性メモリに記録するには、
Manage Waveforms タブをクリック
して、空き容量があることを確認し
ます（必要に応じて、波形を削除する
ことができます）。Send Waveform
タブから "Memory Name" を選択し、
カスタム名（最大 12 文字）を選択し
ます。波形が測定器に送信されれば、

図5

不揮発性メモリに記録され、名前が
Manage Waveforms タブに表示され
ます。

アドイン

IntuiLink 波形エディタの機能は、追
加モジュール（アドイン）を搭載する
ことにより拡張できます。パルス作
成用、フィルタリング用、式を使用す
るためのアドインは、IntuiLink のホー
ム・ ペ ー ジ（www.agilent.co.jp/find/
IntuiLink）からダウンロードできます。
ActiveX DLL を作成して Tools フォ
ルダにコピーすることにより、独自
のツールを作成することもできます。
IntuiLink には、ユーザ独自のツール
の作成に役立つヘルプやサンプルが
付属しています。

波形の捕捉

IntuiLink 波形エディタは、オシロス
コープを使用して捕捉した波形から
任意波形を作成することができます。
多くのオシロスコープは .csv また
は .txt ファイルに波形データを保存
するので、IntuiLink 波形エディタを
使用して開くことができます。Tools
メニューから IntuiLink を使用して、
オシロスコープから直接データをイ
ンポートすることもできます。ご使

用のオシロスコープがリストされて
いない場合は、アドインのインストー
ルまたは作成が必要な場合もありま
す。Agilent オシロスコープ用のアド
インは、IntuitLink のホームページ
にもあります。 

オシロスコープから波形データをイ
ンポートする場合は、IntuiLink 波形
エディタを使用することにより、波
形発生器に転送する前に波形を編集
でき、最良の結果が得られます。

•	 編集メニューの切り取り機能を
使って不要なデータを削除し、捕
捉した波形を整数個のサイクルま
でトリミングできます

•	 波形の初めと終わりのポイントを
編集して、不連続部を最小限にで
きます

•	 波形データのサイズを変更して、
ファンクション／任意波形発生器
の垂直軸分解能とメモリ容量をフ
ル活用できます

•	 演算機能を使用して、雑音、スプ
リアス、リンギングなどを波形に
追加できます

•	 波形データをフィルタリングし
て、不要な雑音を平滑化したり、
高周波成分を除去できます
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例

波形データはさまざまなソース（既定
義の波形ファイル、ソフトウェア・
アプリケーションからのデータ、オ
シロスコープ、データまたはデジタ
イザを使用して捕捉したデータ）か
ら得られます。IntuiLink 波形データ
を使用して .csv または .txt ファイル・
フォーマットのファイルを開く方法、
プログラミングによりデータをダウ
ンロードする方法を説明しました。
今度は、IntuiLink 波形エディタや
Visual Basic for Applications（VBA）
を使用して Microsoft Excel から波形
データを取り込んで発生器に転送す
る手順を説明します。 

例：Excel の書式データ

ファイルのデータであろうと、ソフ
トウェア・アプリケーションのデー
タであろうと、測定データであろう
と、通常は共通ファイル・フォーマッ
トに保存／変換できます。データ・
ファイル用の共通フォーマットとし
て、カンマ区切りテキスト（.csv）と
テキスト（.txt）の 2 つがあります。

カンマ区切りテキスト・ファイルで
は、列間の区切り記号としてカンマ
が使用され、各行を終了するのにキャ
リッジ・リターン／改行が使用され
ます。.csv ファイルではカンマが区
切り文字として使用されるため、ピ
リオドが小数点として使用される数
値フォーマットだけに対応します。

テキスト・ファイル・フォーマット
では、すべてのデータが単一の列に
入力され、各値の後にキャリッジ・
リ タ ー ン ／ 改 行 が 入 り ま す。
Microsoft Excel で .txt ファイルを読
み込んだ場合、データ・ポイントは
列 A に入力されます。 

このフォーマットは、カンマが小数
点として使用されている場合に使用
できます。

プログラミング

外部アプリケーションを使用して測
定器を制御している場合は、SCPI コ
マンドを使って任意波形データを転
送したり、ジェネレータを制御する
こともできます。

波形データは、浮動小数点として、
または 2 進数または 10 進数の整数値
として、ジェネレータに転送するこ
とができます。

浮動小数点値

－1 ～＋1 の浮動小数点値のダウン
ロードには、2 進値を使用する場合
より時間がかかりますが、多くのプ
ログラマにとってはより便利な方法
です。値－1 と＋1 は波形のピーク値
に相当します。例えば、振幅を 10 
Vpp（0 V オフセット）に設定した場
合は、値 " ＋ 1" は＋ 5 V に相当し、 
" － 1" は－ 5 V に相当します。

SCPI コマンド： 

DATA VOLATILE, < 値 >,  
< 値 >, …

7 つのポイントを揮発性メモリにダ
ウンロード：

DATA VOLATILE, 1, .67, .33, 0,  
-.33, -.67, -1

バイナリ・ブロック・ 
フォーマット

IEEE-488.2 バ イ ナ リ・ ブ ロ ッ ク・
フォーマットの使用により、最高速
の転送速度が実現します。33210A お
よび 33220A では波形のピーク値は、
－ 8191 と ＋ 8191 で、33250A で は
－ 2047 および＋ 2047 です。例えば、
振幅を 10 Vpp（0 V オフセット）に設
定した場合は、値 "+8191"（または 
＋ 2047）は＋ 5 V に相当し、" － 8191"

（または－ 2047）は－ 5 V に相当しま
す。

SCPI コマンド： 

DATA:DAC VOLATILE, < バイ
ナリ・ブロック >

IEEE-488.2 バ イ ナ リ・ ブ ロ ッ ク・
フォーマットでは、波形データの前
にブロック・ヘッダが置かれます。
詳細については、ユーザーズ・ガイ
ドをご覧ください。

不揮発性メモリへの波形の記録

浮動小数点値を使用していようと、
バイナリ・ブロック・フォーマット
を使用していようと、波形は最初に
揮発性メモリにロードされ、測定器
の電源を入れ直すと失われます。不
揮発性メモリには、ユーザ定義の波
形を 4 つまで記録できます。揮発性
メモリから不揮発性メモリに波形を
コピーするには、以下のコマンドを
使用します。

DATA:COPY < 任意波形名 >

任意波形名の長さは最大 12 文字で
す。

プログラミング・サンプル

プログラミング・サンプルは、ユー
ザ ー ズ・ ガ イ ド お よ び Agilent の
Web サイト（www.agilent.co.jp）の製
品 Web ページに掲載されています。
Agilent の IntuiLink 波形エディタを
イ ン ス ト ー ル し た 場 合 は、
"Examples" フォルダにサンプルがあ
ります。
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波形のダウンロードの準備ができた
ので、ファンクション・ジェネレー
タへの接続を確立し、波形を送信す
ることができます。前の「波形デー
タのファンクション・ジェネレータ
への転送」のセクションを参照して
ください。 

例：Excel と VBA

VBA（Visual Basic for Applications）
が、Excel などの Microsoft Office ア
プリケーションに内蔵され、VBA と
測定器の SCPI コマンドを使って、
波形データを転送することができま
す（図 7）。

プログラミングを開始するには、表
示 > ツ ー ル バ ー・ メ ニ ュ ー か ら 
"Visual Basic" ツールバーを選択しま
す。"Design Mode" アイコンを選択
して、プログラムの開始に使用する
ボタンを作成します。

"Control Toolbox" アイコンをクリック
して制御選択項目ウィンドウを開い
て、コマンド・ボタンを選択します。
マウスが十字線に変わるので、ボタン
を配置したい場所でクリックします。

ボタンを右クリックして、プロパティ
を変更します。"Caption" プロパティ
は、ボタン上に表示されるテキストで
す。"Start" や "Download Waveform"
など、意味のある名前にこれを変更
することができます。

プログラムの編集を開始するには、
ボタンをダブルクリックします。こ
れにより、Microsoft Visual Basic
ウィンドウが開くので、ボタンをク
リックした場合に実行するコマンド
のプログラミングが開始できます。 

.csv と .txt の ど ち ら の フ ァ イ ル・
フォーマットを使用する場合でも、
各波形のデータ・ポイントは単一の
カラムに表示され、各値の後にキャ
リッジ・リターン／改行が入れられ
ます（図 6）。 

浮動小数点値をファンクション・ジェ
ネレータに転送する場合は、－ 1 と
＋ 1 は波形のピーク値に相当します。
Excel で、すべてのデータ・ポイン
トがそれらの範囲内に収まっている
こ と を 確 認 す る に は、 関 数 

“=max(A:A)” および “=min(A:A)” 
を使用して、最大値と最小値をそれ
ぞれ見つけ出します。 

例：Excel と IntuiLink

データをフォーマットして単一列に
挿入した後、Microsoft Excel を使用
してデータを .csv または .txt フォー
マットで保存することができます。
ファイル・メニューの「名前を付け
て保存」を選択し、「ファイルの種類」
リストを使用して CSV（カンマ区切
り）または Text（MS-DOS）を選択し
ます。どちらのフォーマットでも、
Excel はアクティブ・シートだけを
保存します。他のタブに追加データ
がある場合は、ファイルのコピーを
Excel ワークブックとして保存して
データや書式設定を保護してくださ
い。

Agilent の IntuiLink 編集エディタを
使用してデータ・ファイルを開くに
は、ファイル・メニューの "Open..." 
を選択します。IntuiLink ではすべて
のファイルの種類がデフォルト設定
ですが、検索にフィルタをかけて、
"Files of type:" リストを使用して .csv
または .txt ファイルだけを探すこと
ができます。IntuiLink は、データ・
ファイルを開き、波形をグラフィッ
ク表示します。 

IntuiLink を使用して波形データをリ
サイズして、ファンクション・ジェ
ネレータの垂直軸／水平軸分解能を
フル活用することができるようにな
りました。また、IntuiLink の演算機
能をすべて使用できるようになりま
した。 

図6

図7
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D A T A V O L A T I L E , < v a l u e > , 
<value>, ... コマンドを使用して、波
形データを文字列としてダウンロー
ドできます。右に示すコマンドを使っ
て、波形値を長い変数 strData に変
換して、このルーチンを使用するこ
とができます。 

Dim rng As Range
Dim dblTemp As Double
Dim strTemp As String
Dim strData as String
Dim rowCount As Long
Dim i As Long
Set rng = Range(“A1:A8192”) ‘ 波形データの位置
rowCount = rng.Rows.Count ‘ 行（ポイント）数

For i = 1 To rowCount – 1 ‘ 各行に対して...
 dblTemp = rng.Cells(i, 1) ‘ データを列1にdblTempとして保存
 strTemp = Format$(dblTemp, “0.000E+0”) ‘ 数値を文字列に変換
   ‘ カンマで区切られた非常に長い 
        波形値の文字列
 strData = strData & strTemp & “,” ‘ 文字列の作成
Next i
 
dblTemp = rng.Cells(i, 1) ‘ 最後の行に対して...
strTemp = Format$(dblTemp, “0.000E+0”)
strData = strData & strTemp ‘ 最後の値の後にはカンマなし

‘ ジェネレータへのIO接続を確立
‘ Tools/Referencesメニューにライブラリを含めるように参照を設定
‘ VISA COMでは、VISA COM x.x Typeライブラリおよび
‘ VISA COM 488.2 Formatted I/Oの参照が必要 

Dim io_mgr As VisaComLib.ResourceManager
Dim Fgen As VisaComLib.FormattedIO488
Dim session As VisaComLib.IMessage

Set io_mgr = New AgilentRMLib.SRMCls
Set Fgen = New VisaComLib.FormattedIO488
Set Fgen.IO = io_mgr.Open(“GPIB::10”) ‘ 測定器のアドレス

With Fgen 
 ‘ 長いダウンロード文字列の全データを送信できる長さにタイムアウトを設定
  .IO.Timeout = 40000 ‘ タイムアウトを40 sに設定 

  .WriteString “*RST” ‘ ファンクション・ジェネレータをリセット
 .WriteString “Data Volatile, “ & strData ‘ データ・ポイントを揮発性メモリに 
        ダウンロード 
 .WriteString “Data:Copy Sinx, Volatile” ‘ 任意波形を不揮発性メモリにコピー

 .WriteString “Function:User Sinx” ‘ アクティブ任意波形を選択
 .WriteString “Function:Shape User” ‘ 選択された任意波形を出力
  .WriteString “Output:Load 50” ‘ 出力終端は50 Ω
  .WriteString “Frequency 5000; Voltage 5” ‘ 出力周波数は5 kHz＠5 Vpp
  .WriteString “OUTPut ON” ‘ 出力オン
End With

接続の確立およびファンクション・
ジェネレータへのデータ転送に使用
する実際のコマンドは、使用する IO
インタフェース、ライブラリ、ドラ
イ バ に よ り 決 ま り ま す。VBA と
Excel を使用したプログラミング・
サンプルは、Agilent の Web サイト

（www.agilent.co.jp）の製品ページに
掲 載 さ れ て い ま す。Agilent の
IntuiLink 波形エディタをインストー
ルした場合は、"Examples" フォルダ
にサンプルがあります。

Agilent VISA COM を使用して波形
をダウンロードする場合は、コマン
ドは右のようになります。 
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まとめ

任意波形を作成／編集／ダウンロード
することにより、ファンクション・ジェ
ネレータでさまざまな波形を作成でき
ます。任意波形の 3 種類の作成方法を
紹介し、Agilent の IntuiLink 波形エ
ディタ・ソフトウェアの編集／データ
転送ツールによりプロセスが簡素化さ
れることを示しました。

•	 フロント・パネル：2、3 個のリニア・
セグメントで構成される基本的な任
意波形に使用

•	 Agilent  IntuiLink 波形エディタ：
波形を作成したり、既存の波形デー
タをインポートして編集してから
ジェネレータに転送するための簡単
な方法を提供するスタンドアロン・
アプリケーション

•	 プログラミング：外部アプリケーショ
ンを使用して SCPI コマンドをジェ
ネレータに送信
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